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（
予
算
の
内
容
）

第
三
条

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
支
給
関
係
特
別
会
計
の
予
算
は
、
予
算
総
則
及
び
収
入
支
出
予

算
と
す
る
。

（
予
算
総
則
）

第
四
条

予
算
総
則
に
は
、
収
入
支
出
予
算
に
関
す
る
総
括
的
規
定
を
設
け
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
規

定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

一

第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
経
費
の
指
定

二

第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
経
費
の
指
定

三

そ
の
他
予
算
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（
収
入
支
出
予
算
）

第
五
条

収
入
支
出
予
算
は
、
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
区
分
し
た
経
理
ご
と
に
勘
定
を
設
け
、
収
入
に
あ
っ
て

は
そ
の
性
質
、
支
出
に
あ
っ
て
は
そ
の
目
的
に
従
っ
て
区
分
す
る
も
の
と
す
る
。

（
予
算
の
添
付
書
類
）

第
六
条

支
払
基
金
は
、
法
第
二
十
九
条
前
段
の
規
定
に
よ
り
予
算
に
つ
い
て
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
申

請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
事
業
年
度
の
予
定
貸
借
対
照
表
及
び
予
定
損
益
計
算
書

二

当
該
事
業
年
度
の
予
定
貸
借
対
照
表
及
び
予
定
損
益
計
算
書

三

そ
の
他
当
該
予
算
の
参
考
と
な
る
書
類

２

支
払
基
金
は
、
法
第
二
十
九
条
後
段
の
規
定
に
よ
り
予
算
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し

よ
う
と
す
る
事
項
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
変
更
が
前
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
の
変
更
を
伴
う
と
き
は
、
当
該
変
更
後
の
書
類
を

添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
予
備
費
）

第
七
条

支
払
基
金
は
、
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
に
よ
る
支
出
予
算
の
不
足
を
補
う
た
め
、
収
入
支
出
予
算

に
予
備
費
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

支
払
基
金
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
予
備
費
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

支
払
基
金
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
使
用
の
理
由
、
金
額
及
び
積
算
の
基
礎

を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
予
算
の
流
用
）

第
八
条

支
払
基
金
は
、
支
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
当
該
予
算
に
定
め
る
目
的
の
ほ
か
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
予
算
の
実
施
上
必
要
か
つ
適
当
で
あ
る
と
き
は
、
第
五
条
の
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
支
出
予
算
に
定
め
た
各
項

の
間
に
お
い
て
理
事
会
の
議
決
を
経
て
、
相
互
流
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

支
払
基
金
は
、
予
算
総
則
で
指
定
す
る
経
費
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
、

そ
れ
ら
の
経
費
の
間
又
は
他
の
経
費
と
の
間
に
相
互
流
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

支
払
基
金
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
流
用
の
理
由
、
金
額
及
び
積
算
の
基
礎

を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
予
算
の
繰
越
し
）

第
九
条

支
払
基
金
は
、
予
算
の
実
施
上
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
支
出
予
算
の
経
費
の
金
額
の
う
ち
当
該
事
業
年
度
内

に
支
出
決
定
を
終
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
を
翌
事
業
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
予
算

総
則
で
指
定
す
る
経
費
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

支
払
基
金
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
事
業
年
度
末
ま
で
に
、

事
項
ご
と
に
繰
越
し
を
必
要
と
す
る
理
由
及
び
金
額
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

支
払
基
金
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
繰
越
し
を
し
た
と
き
は
、
翌
事
業
年
度
の
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
繰
越

計
算
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
繰
越
計
算
書
は
、
支
出
予
算
と
同
一
の
区
分
に
よ
り
作
成
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

繰
越
し
に
係
る
経
費
の
支
出
予
算
現
額

二

前
号
の
経
費
の
支
出
予
算
現
額
の
う
ち
支
出
決
定
済
額

三

第
一
号
の
経
費
の
支
出
予
算
現
額
の
う
ち
翌
事
業
年
度
へ
の
繰
越
額

四

第
一
号
の
経
費
の
支
出
予
算
現
額
の
う
ち
不
用
額

（
事
業
計
画
及
び
資
金
計
画
）

第
十
条

法
第
二
十
九
条
の
事
業
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
計
画
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る

事
項

二

そ
の
他
必
要
な
事
項

２

法
第
二
十
九
条
の
資
金
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
計
画
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

資
金
の
調
達
方
法

二

資
金
の
使
途

三

そ
の
他
必
要
な
事
項

３

支
払
基
金
は
、
法
第
二
十
九
条
後
段
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
又
は
資
金
計
画
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
収
入
支
出
等
の
報
告
）

第
十
一
条

支
払
基
金
は
、
毎
月
、
収
入
及
び
支
出
に
つ
い
て
は
第
五
条
に
規
定
す
る
区
分
に
従
い
そ
の
金
額
を
明
ら

か
に
し
た
報
告
書
に
よ
り
、
翌
月
末
日
ま
で
に
、
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
報
告
書
）

第
十
二
条

法
第
三
十
条
第
二
項
の
事
業
報
告
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
業
内
容
、
職
員
の
定
数
及
び
そ
の
前
事
業
年
度
末
と
の
比
較
、
沿
革
、
支
払
基
金
の
設
立
の
根
拠
と
な
る
法

律
が
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
で
あ
る
旨
及
び
特
定
Ｂ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
支
給
関
係
業
務
を
行
う
根
拠
と
な
る
法
律
が
法
で
あ
る
旨
並
び
に
主
管
省
庁
が
厚
生

労
働
省
で
あ
る
旨

二

役
員
の
定
数
並
び
に
各
役
員
の
氏
名
、
役
職
、
任
期
及
び
経
歴

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
支
給
関
係
業
務
に
係
る
財
務
及

び
会
計
に
関
す
る
省
令

（
経
理
原
則
）

第
一
条

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
（
以
下
「
支
払
基
金
」
と
い
う
。）は
、
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給

付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
六

条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
支
給
関
係
業
務
（
以
下
「
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
支
給
関
係
業
務
」
と
い
う
。）に
係
る
財
政
状
態
及
び
経
営
成
績
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
財

産
の
増
減
及
び
異
動
並
び
に
収
益
及
び
費
用
を
そ
の
発
生
の
事
実
に
基
づ
い
て
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
勘
定
区
分
）

第
二
条

法
第
二
十
八
条
の
特
別
の
会
計
（
以
下「
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
支
給
関
係
特
別
会
計
」

と
い
う
。）に
お
い
て
は
、
貸
借
対
照
表
勘
定
及
び
損
益
勘
定
を
設
け
、
貸
借
対
照
表
勘
定
に
お
い
て
は
資
産
、
負
債

及
び
資
本
を
計
算
し
、
損
益
勘
定
に
お
い
て
は
収
益
及
び
費
用
を
計
算
す
る
。

２

支
払
基
金
は
、
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
支
給
関
係
特
別
会
計
の
経
理
を
明
確
に
す
る
た
め
、

次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
経
理
を
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
貸
借
対
照
表
勘
定
及
び
損
益
勘
定
を
設
け
る
も

の
と
す
る
。

一

法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に
係
る
経
理

二

法
第
二
十
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す
る
事
務
の
処
理
に
係
る
経
理
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